
   

 

 

2022 年 3 月 15 日 

楽天インサイト株式会社 

 

成年年齢引き下げの認知は約 8割。「成年(成人)になったと感じた瞬間」1位は、 

20 歳で可能になる「お酒を飲んだとき」 

- 成年に関する調査- 

https://insight.rakuten.co.jp/report/20220315/  

 

 楽天インサイト株式会社は、「成年に関する調査」をインターネットで実施しました。今回の調査は、

2022 年 2 月 8 日（火）と 2 月 9日（水）の 2 日間、楽天インサイトに登録しているモニター（約 220 万

人）の中から、全国の 20～69歳の男女 1,000人を対象に行いました。本調査では、民法改正により 2022

年 4 月 1 日（金）から成年年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられることについて、改正内容に関する認

知状況に加え、19歳以下の子どもがいる方を対象にした意識調査も実施しました。 

 

 

■□ 調査結果 □■ 

 

■「2022 年 4月 1日から成年年齢が 18歳に引き下げられること」の認知状況は約 8割 

 「2022 年 4 月 1 日から成年年齢が 18 歳に引き下げられること」の認知状況を聞いたところ、「知って

いる」と回答した人は全体の約 8割（80.3%）となった。 

 

◇「成年年齢引き下げ」の認知状況（n=1,000：全員回答）単一回答 単位：％ 

https://insight.rakuten.co.jp/report/202203154


 

 

■「成年年齢の引き下げ後、18 歳になれば親の同意がなくてもできるようになること」として提示した

11 項目のうち、平均認知数は 3項目。認知度が最も高いのは「クレジットカードの契約」で約 5割 

 成年年齢が 18 歳に引き下げられることを認知していた人に対し、「成年年齢の引き下げ後、18歳にな

れば親の同意がなくてもできるようになること」として提示した 11項目の認知状況を聞いたところ、平

均認知数は 3項目となった。項目別でみると、「クレジットカードの契約」が 52.8％と最も高く、次いで

「結婚」が 47.9％となった。一方で「あてはまるものがない」と回答した人（法改正後に 18歳になれば

親の同意がなくてもできるようになることを知らない人）は 24.9％と、約 4人に 1人となった。 

 

◇「成年年齢の引き下げ後、18 歳になれば親の同意がなくてもできるようになること」の認知状況 

（n=803：法改正認知者）複数回答 単位：％ 
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■「成年年齢の引き下げ後も、引き続き 20歳にならないとできないこと」の認知状況は「飲酒」79.1％、

「喫煙」73.7％ 

 同様に、「成年年齢の引き下げ後も、引き続き 20歳にならないとできないこと」の認知状況を聞いたと

ころ、「飲酒」と「喫煙」が 7割以上（飲酒：79.1%、喫煙：73.7%）で、他の項目に比べ認知が高かった。 

 

◇「成年年齢の引き下げ後も、引き続き 20 歳にならないとできないこと」の認知状況（n=803：法改正

認知者）複数回答 単位：％ 

(n)

クレ

ジット

カード

の契約

結婚 携帯

電話の

契約

ローン

契約

賃貸

物件の

契約

消費

者金

融の利

用

10年

用パス

ポート

の作成

民事

裁判を

起こす

美容

整形の

施術を

受ける

公認会

計士や

司法書

士、行

政書士

などの

資格を

取得す

る

性別の

変更

申請

あては

まるも

のはな

い

平均

個数

(803) 52.8 47.9 45.3 33.1 31.8 24.5 19.9 12.6 11.6 11.3 10.2 24.9 3.0

20代 (61) 49.2 42.6 29.5 27.9 31.1 19.7 19.7 9.8 8.2 9.8 16.4 29.5 2.6

30代 (71) 39.4 35.2 36.6 23.9 22.5 11.3 16.9 9.9 7.0 15.5 8.5 32.4 2.3

40代 (98) 45.9 50.0 44.9 31.6 27.6 25.5 19.4 17.3 11.2 15.3 14.3 29.6 3.0

50代 (91) 59.3 49.5 48.4 41.8 40.7 37.4 20.9 24.2 12.1 14.3 11.0 24.2 3.6

60代 (86) 64.0 54.7 55.8 47.7 36.0 24.4 26.7 11.6 9.3 7.0 3.5 18.6 3.4

20代 (63) 46.0 39.7 39.7 15.9 27.0 14.3 17.5 6.3 17.5 11.1 12.7 27.0 2.5

30代 (67) 56.7 47.8 47.8 32.8 37.3 34.3 11.9 6.0 14.9 11.9 10.4 16.4 3.1

40代 (91) 49.5 42.9 41.8 30.8 25.3 22.0 17.6 8.8 8.8 8.8 8.8 30.8 2.6

50代 (88) 62.5 46.6 48.9 38.6 30.7 26.1 23.9 12.5 17.0 10.2 12.5 22.7 3.3

60代 (87) 51.7 64.4 52.9 32.2 37.9 25.3 21.8 13.8 10.3 9.2 5.7 18.4 3.3

※全体との差が■は＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下 (%)

※全体で降順ソート。
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■「成年（成人）になったと感じた瞬間」のランキングでは、1位が 20歳で可能になる「お酒を飲んだ

とき」で 4割弱。次いで「成人式に出席したとき」、「クレジットカードを持ったとき」 

 「成年（成人）になったと感じた瞬間」について聞いてみたところ、「お酒を飲んだとき」が最も高く

39.0％、次いで「成人式に出席したとき」（32.6％）、「クレジットカードを持ったとき」（19.5％）が続い

た。1 位の「飲酒」については法改正後も引き続き 20 歳にならないと可能にはならず、また 2 位の「成

人式」も自治体によって 20歳になるタイミングで実施としている。法改正後も、成年（成人）になった

と実感するのは 20歳以降である人が多い傾向がみられた。 

 

◇「成年（成人）になったなと感じた瞬間」のランキング（n=1,000：全員回答）複数回答 単位：％ 

(n)

飲酒 喫煙 競馬、競輪、

オートレース、競

艇の投票券

（馬券など）の

購入

養子を迎える 大型・中型自

動車運転免許

の取得

あてはまるものは

ない

平均

個数

(803) 79.1 73.7 36.4 12.8 10.0 16.4 2.1

20代 (61) 75.4 68.9 36.1 18.0 8.2 19.7 2.1

30代 (71) 83.1 71.8 36.6 9.9 5.6 14.1 2.1

40代 (98) 77.6 73.5 39.8 13.3 10.2 18.4 2.1

50代 (91) 82.4 78.0 44.0 14.3 9.9 13.2 2.3

60代 (86) 86.0 81.4 45.3 16.3 9.3 8.1 2.4

20代 (63) 79.4 81.0 28.6 14.3 7.9 15.9 2.1

30代 (67) 74.6 67.2 25.4 4.5 14.9 20.9 1.9

40代 (91) 74.7 70.3 26.4 7.7 8.8 22.0 1.9

50代 (88) 85.2 81.8 42.0 15.9 13.6 8.0 2.4

60代 (87) 71.3 62.1 34.5 13.8 10.3 25.3 1.9

※全体との差が■は＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下 (％)

※全体で降順ソート。
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■実際に「いつから親の同意を不要にしてもいいと思うか」について、「クレジットカードの契約」、「携

帯電話の契約」など金銭にまつわる項目では「自分で働くようになったら」が半数以上 

 成年年齢の引き下げ後、様々な項目について実際には「いつから親の同意を不要にしてもいいと思う

か」を聞いたところ、「クレジットカードの契約」、「携帯電話の契約」、「賃貸物件の契約」、「ローン契約」、

「消費者金融の利用」、「美容整形の施術を受ける」の 6項目で「自分で働くようになったら」が 1位とな

った。特に金銭にまつわる 3 項目ではいずれも「自分で働くようになったら」（「クレジットカードの契

約」：58.7％、「ローン契約」：65.6％、「消費者金融の利用」：61.3％）が半数以上を占めた。一方で「結

婚」や「10年用パスポートの作成」、「性別の変更申請」、「民事裁判を起こす」といった項目では「18歳

（成年）になったら」が 1位という結果となった。 

 

◇「いつから親の同意を不要にしてもいいと思うか」ランキング（n=1,000：全員回答）単一回答 単位：％ 

 

 

（％）

順位 成年（成人）になったなと感じた瞬間

1位 お酒を飲んだとき 39.0

2位 成人式に出席したとき 32.6

3位 クレジットカードを持ったとき 19.5

4位 結婚をしたとき 13.2

5位 携帯電話を自分で契約したとき 7.2

5位 賃貸物件を借りたとき 7.2

7位 喫煙をしたとき 6.6

8位 ローンを組んだとき 5.9

9位 10年用のパスポートを作ったとき 3.4

10位 競馬、競輪、オートレース、競艇の投票券（馬券など）を購入したとき 2.8

（％）

順位 結婚

1位 18歳（成年）になったら 40.8

2位 自分で働くようになったら 28.1

3位 何歳でも親の同意を得たほうがよい 11.4

＊上位3位以内

（％）

順位 クレジットカードの契約

1位 自分で働くようになったら 58.7

2位 18歳（成年）になったら 19.2

3位 20歳になったら 10.5

＊上位3位以内

（％）

順位 携帯電話の契約

1位 自分で働くようになったら 42.0

2位 18歳（成年）になったら 32.7

3位 20歳になったら 8.4

＊上位3位以内

（％）

順位 賃貸物件の契約

1位 自分で働くようになったら 51.1

2位 18歳（成年）になったら 24.5

3位 20歳になったら 9.4

＊上位3位以内



 

 

 

 

 

 

■高校生以上の子どもを持つ親では、7 割弱が成年年齢引き下げについて子どもと話したことがあると

回答 

 19 歳以下の子どもがいる親に、成年年齢引き下げについて子どもと会話したことがあるか聞いたとこ

ろ、全体では 37.3％が「話したことがある」（「よく話題に上がる」と「話したことがある程度」の合計）

と回答した。子どもの学齢別では、学齢が上がるにつれて「話したことがある」割合が高く、高校 1年生

以上の子どもを持つ親では 7 割弱が成年年齢引き下げについて子どもと話したことがあることが分かっ

た。 

 

◇成年年齢引き下げについて子どもと会話したことがあるか（n=284：19歳以下の子を持つ親）単一回答 

単位：％ 

（％）

順位 ローン契約

1位 自分で働くようになったら 65.6

2位 18歳（成年）になったら 13.0

3位 20歳になったら 11.4

＊上位3位以内

（％）

順位 10年用パスポートの作成

1位 18歳（成年）になったら 34.2

2位 自分で働くようになったら 21.4

3位 何歳でも親の同意を得る必要はない 17.6

＊上位3位以内

（％）

順位 消費者金融の利用

1位 自分で働くようになったら 61.3

2位 18歳（成年）になったら 12.5

3位 20歳になったら 11.1

＊上位3位以内

（％）

順位 美容整形の施術を受ける

1位 自分で働くようになったら 37.5

2位 18歳（成年）になったら 23.9

3位 何歳でも親の同意を得たほうがよい 13.3

＊上位3位以内

（％）

順位
公認会計士や司法書士、行政書士などの資格を取

得する

1位 何歳でも親の同意を得る必要はない 35.0

2位 18歳（成年）になったら 29.3

3位 自分で働くようになったら 12.5

＊上位3位以内

（％）

順位 性別の変更申請

1位 18歳（成年）になったら 26.9

2位 何歳でも親の同意を得たほうがよい 19.4

3位 何歳でも親の同意を得る必要はない 16.3

＊上位3位以内

（％）

順位 民事裁判を起こす

1位 18歳（成年）になったら 28.0

2位 自分で働くようになったら 24.3

3位 20歳になったら 18.2

＊上位3位以内



 

 

■2022 年 4 月に成年になる子どもを持つ親の 71.4％が自身の子どもが 18 歳で成年を迎えることについ

て「早い」と回答 

 19歳以下の子どもがいる親に、自身の子どもが 18歳で成年を迎えることについてどう思うかを聞いた

ところ、半数を超える 54.9％が「早い」（「早すぎる」と「やや早すぎる」の合計）と回答した。とくに

2022年 4月に成年になる子ども(高校 3年生～(18～19歳))を持つ親は 71.4％が「早い」と回答し、子ど

もの学齢が上がるにつれて、「早い」と思う親が増える結果となった。 

 

◇ご自身の子どもが 18 歳で成年を迎えることをどう思うか（n=284：19 歳以下の子を持つ親）単一回答 

単位：％ 

 

 

■法改正後、成人式を開催する適切なタイミングについて「20歳になる年度」が 6割強 

 19 歳以下の子どもがいる親に、法改正後の成人式を開催するタイミングについていつが適切か聞いた

ところ、全体では「20歳になる年度」が 62.0％だった。子どもの学齢別でみると、2022年 4月に成年に

(ｎ)

(284) 37.3

(136) 16.2

(133) 42.9

(44) 68.2

(42) 69.0

※全体との差が■は＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下 (%)

※2％未満は非表示。

全体

子

供

の

学

齢

話したこと

がある計

未就学児

（6歳以下）

小中学生

（7～15歳）

高校１～２年生

（16～17歳）

高校3年生～

（18～19歳）

よく話題に上がる

4.9

2.9

4.5

6.8

16.7

話したことがある程度

32.4

13.2

38.3

61.4

52.4

全く話したことはない

62.7

83.8

57.1

31.8

31.0

(ｎ)

(284) 54.9 2.1

(136) 46.3 2.9

(133) 61.7 2.3

(44) 63.6 2.3

(42) 71.4 0.0

※全体との差が■は＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下 (%)

※2％未満は非表示。

遅い

計

全体

子

供

の

学

齢

早い

計

未就学児

（6歳以下）

小中学生

（7～15歳）

高校１～２年

生

（16～17歳）

高校3年生～
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早すぎる

18.3

11.8

21.1

25.0

26.2

やや早すぎる

36.6

34.6

40.6

38.6

45.2

妥当だと思う

43.0

50.7

36.1

34.1

28.6

やや遅すぎる

2.3

遅すぎる

2.2

2.3



なる子ども（高校 3年生～(18～19歳)）を持つ親においては「20歳になる年度」が 76.2％であり、他の

学齢の子どもを持つ親と 10ポイント以上の差がみられた。 

 

◇法改正後、成人式を開催するタイミングはいつが適切か（n=284：19歳以下の子どもがいる親）単一回

答 単位：％ 

 

 

 

■自身の子どもが成年になるときに期待することは「成年として自分の行動に責任をもってほしい」が

トップで 7割超 

 19歳以下の子どもがいる親に、自身の子どもが成年になるときに期待することを聞いたところ、「成年

として自分の行動に責任をもってほしい」が 73.9％でトップとなった。次いで「自分の将来設計を立て

られるようになってほしい」が 60.2％となった。 

 

◇ご自身の子どもが成年になるときに、期待すること（n=284：19 歳以下の子を持つ親）複数回答 単

位 ： ％

(ｎ)

(284)

(136)

(133)

(44)

(42)

※2％未満は非表示。 (%)

全体

子

供

の

学

齢

未就学児

（6歳以下）

小中学生

（7～15歳）

高校１～２年生

（16～17歳）

高校3年生～

（18～19歳）

成年（18歳）になる年度

37.0

44.9

34.6

38.6

23.8

20歳になる年度

62.0

52.9

63.9

61.4

76.2

その他

2.2



 

 

■自身の子どもが成年になるときに不安に思うことは「知識がないことで消費者被害などにあってしま

うのではないか」が半数以上 

 19歳以下の子どもがいる親に、自身の子どもが成年になるときに不安に思うことを聞いたところ、「知

識がないことで消費者被害などにあってしまうのではないか」（51.1％）と「知識がないことで自分でと

った行動に対して責任をとれないのではないか」（50.4％）が半数以上で上位となった。2022年 4月に成

年になる子ども(高校 3 年生～(18～19 歳))を持つ親をみると「知識がないことで不利な労働契約での労

働を強いられてしまうのではないか」が 40.5％と他の学齢の子どもを持つ親と比べて高い結果となった。

一方で「成年になった自覚を持たないまま大人になってしまうのではないか」については 26.2％と、他

の学齢の子どもを持つ親より懸念のある人が少ないことが分かった。 

 

◇ご自身の子どもが成年になるときに、不安に思うこと（n=284：19歳以下の子を持つ親）複数回答 単

位：％ 

(n)

成年として自

分の行動に

責任をもって

ほしい

自分の将来

設計を立てら

れるように

なってほしい

自分でお金

の管理を出

来るように

なってほしい

当事者意識

をもって社会

に関わってほ

しい

政治や経済

に対する関

心が高まって

ほしい

その他 期待している

ことはない

平均

期待個数

(284) 73.9 60.2 56.3 44.0 39.4 0.4 5.3 2.7

(136) 75.7 66.2 62.5 45.6 38.2 0.7 4.4 2.9

(133) 75.2 61.7 57.1 40.6 41.4 0.0 7.5 2.8

(44) 68.2 52.3 40.9 47.7 43.2 0.0 9.1 2.5

(42) 73.8 45.2 45.2 42.9 42.9 0.0 4.8 2.5

※全体との差が■は＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下 (%)

※全体で降順ソート。

高校3年生～
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【調査概要】 

調査エリア    ： 全国 

調査対象者    ： 20歳～69歳 男女 

回収サンプルサイズ： 1,000サンプルサイズ 

調査期間     ： 2022年 2月 8日（火）から 2月 9日（水） 

調査実施機関   ： 楽天インサイト株式会社 

（注）本レポートでは小数点第 2位以下を四捨五入しているため、合計値は必ずしも 100％とならない場

合があります。 

(n)

知識がないこ

とで消費者

被害などに

あってしまうの

ではないか

知識がないこ

とで自分で

とった行動に

対して責任を

とれないので

はないか

知識がないこ

とで高額な買

い物を相談

なくしてしまう

のではないか

成年になった

自覚を持た

ないまま大人

になってしまう

のではないか

知識がないこ

とで不利な労

働契約での

労働を強いら

れてしまうの

ではないか

未成年者取

消権が行使

できなくなる

ため管理しき

れなくなるの

ではないか

その他 不安に思うこ

とはない

平均

不安個数

(284) 51.1 50.4 40.5 38.7 32.0 23.9 0.7 11.3 2.4

(136) 50.0 54.4 40.4 41.9 33.1 21.3 0.0 12.5 2.4

(133) 56.4 50.4 45.1 43.6 33.8 24.8 0.8 9.0 2.5

(44) 45.5 45.5 40.9 34.1 31.8 27.3 2.3 11.4 2.3

(42) 54.8 45.2 42.9 26.2 40.5 26.2 0.0 11.9 2.4

※全体との差が■は＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下 (%)

※全体で降順ソート。

全体

子

供

の

学

齢

未就学児

（6歳以下）

小中学生

（7～15歳）

高校１～２年生

（16～17歳）

高校3年生～

（18～19歳）
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